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令和元年第４回定例会
　令和元年第４回定例会が、12月11日に開催され、諮問１件、条例５件、令和元年度各
会計補正予算５件などが提案され、慎重に審議された結果、原案どおり賛成・可決され
ました。

֩ҼƐƸƺ第25号

《
議
長
諸
般
の
報
告
》

○
第
63
回
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大

会
に
参
加

　
　

11
月
13
日
、
第
63
回
町
村
議
会
議

長
会
全
国
大
会
が
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
創
立

70
周
年
記
念
式
典
で
は
、
永
年
功

労
者
表
彰
と
特
別
功
労
者
表
彰
以

外
に
、
改
革
先
進
議
会
10
団
体
が

表
彰
さ
れ
た
。
本
村
議
会
も
少
し

ず
つ
議
会
改
革
の
足
取
り
を
前
に

進
め
な
が
ら
、
議
会
の
質
の
向
上

を
図
り
た
い
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

○
上
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部
新
庁

舎
の
供
用
開
始

　
　

11
月
５
日
、
熊
本
県
議
会
議
員
、

構
成
４
町
村
の
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
供
用

開
始
式
が
行
わ
れ
た
。
庁
舎
等
の

改
築
工
事
は
、
平
成
30
年
８
月
１

日
か
ら
令
和
元
年
８
月
31
日
の
工

期
で
完
成
し
、
そ
の
後
、
高
機
能

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
と
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
の
整
備
等
が
行
わ
れ
た
。

今
後
、
旧
庁
舎
の
解
体
工
事
、
訓

練
棟
の
改
築
工
事
、
外
構
工
事
が

順
次
発
注
さ
れ
、
令
和
２
年
の
秋

頃
に
総
合
落
成
式
が
行
わ
れ
る
見

通
し
。

諸
般
の
報
告

上球磨消防署新庁舎完成の全体イメージ
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○
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

運
用
開
始

　
　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

サ
ー
ビ
ス
「
み
ず
か
み
さ
く
ら
っ

こ
」
の
運
用
を
開
始
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
に

子
育
て
支
援
情
報
を
幅
広
く
配
信
し
、

本
村
の
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実

を
図
り
た
い
。

○
台
湾
基キ

ー
ル
ン隆

フ
ェ
ア
観
光
物
産
展
に
参
加

　
　

11
月
16
日
か
ら
17
日
の
２
日
間
、

台
湾
の
基
隆
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
今
回
が
４
回
目
。
本
村
の
ほ

か
八
代
市
、
氷
川
町
も
参
加
し
た
。

本
村
か
ら
は
無
農
薬
栽
培
の
う
る

ち
米
、
栗
の
渋
皮
煮
、

栗
パ
イ
、
焼
酎
等
を
販

売
し
た
。
今
後
も
海
外

を
視
野
に
入
れ
た
販
路

開
拓
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
い
。

○
第
８
回
公
認
奥
球
磨

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　

１
月
19
日
に
男
女
別

６
種
目
で
開
催
。
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
招
待
選
手

を
含
め
５
０
０
名
以
上

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
る
。

レ
ー
ス
の
実
況
に
つ
い

て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
視
聴
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
視
聴
者
の
獲

得
を
増
や
し
、
奥
球
磨

の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
地

域
の
活
性
化
に
努
め
た

い
。
２
月
１
日
に
は
、

15
時
35
分
か
ら
録
画
放

送
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

スマートフォンの画面イメージ焼酎を試飲する台湾の人々

スタート直後下り坂を疾走するランナー
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《
諮　

問
》

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

人
権
擁
護
委
員
に
岩
野
川
内
地

区
の
小
川
ひ
と
み
氏
が
選
任
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
た
。任
期
は
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

《
条　

例
》

○
水
上
村
印
鑑
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

○
水
上
村一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
○
水
上
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
地
域
振
興
支
援
事
業
基
金
条

例
の
制
定

○
水
上
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の一部
変
更

《
予　

算
》

○
令
和
元
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
，６

４
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３

４
億
４
，４
７
５
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
関
連
５
５
３
万

円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

１
，０
５
０
万
円（
※
１
）、
水
上
村

地
域
振
興
支
援
事
業
基
金
積
立
金

１
，０
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
マ
イ

ホ
ー
ム
祝
金
２
０
０
万
円
、
※
２

全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技

大
会
負
担
金
２
０
０
万
円（
※
２
）、

災
害
復
旧
工
事
５
，１
７
０
万
円
な

ど
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

※
１　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
大
幅
な
収
入
増
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
当
初
の
ふ
る
さ
と
寄
付

金
歳
入
予
算
３
０
０
万
円
か
ら
増
額
補
正
し

た
も
の
。

※
２　

北
九
州
市
教
育
委
員
会
と
水
上
村
教
育

委
員
会
の
共
催
に
よ
る
全
国
高
等
学
校
選
抜

自
転
車
競
技
大
会
に
係
る
負
担
金
。
種
目
は

ロ
ー
ド
競
技
と
ト
ラ
ッ
ク
競
技
に
分
か
れ
、

開
会
式
と
ロ
ー
ド
競
技
が
本
村
内
で
実
施
さ

れ
る
見
込
み
。（
開
始
期
日
は
令
和
２
年
３
月

17
日（
火
）。）

○
令
和
元
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
２

０
万
２
，０
０
０
円
を
追
加
し
、
総

額
を
３
億
２
，６
１
４
万
５
，０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
７
，

６
９
９
万
４
，０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
０

万
円
を
追
加

し
、
総
額
を

３
，５
９
６

万
２
，０
０

０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
１

万
８
，０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
，７
９
４
万
５
，０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
そ
の
他
》

○
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と

○
継
続
審
査
申
出
書
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大規模災害・大規模火災にどう対処するか
沖縄県消防指令センターを視察

　11 月 15 日から 17 日にかけて、令和元年度上球磨消防組合議会議員研修が実施された。
初日は、昨年 10 月 31 日未明に発生した火災で、正殿等主要部分が消失した首里城を視察。
現場はいまだ焼失当時のままであり、大量のがれきに囲まれていた。現場検証は当分の間続く
とのことで、復旧にはまだまだ長い道のりとなりそうだ。

　翌日は、沖縄消防指令センターを視察。沖
縄県の 26 団体 36 市町村が共同で指令セン
ターを整備しており、費用の削減、大規模災
害に強いネットワークの構築、職員の有効配
置による現場体制の強化など、離島や小規模
組合が多い沖縄では組合単独の整備に比べて
メリットが大きいとの説明があった。
　上球磨消防組合の消防広域化については、
過去に議論を重ね、最終的には見送った経緯
があったが、近年多発する大規模災害にどう
対処するのか、また人口構造の変化にともな
い適正かつ機能的な消防力はどの程度かとい
う観点からも、定期的に検討していく必要が
あるのではないかと感じた。

報告者：上球磨消防組合議会議員　米本宗徳

がれきに囲まれた首里城

沖縄県指令センターの指令室内
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山崎　隆浩　議員

「フリーWi-Fi」
スポットの必要性は
物産館とキャンプ場に
ついては必要

Ｑ
Ａ

本
村
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
現
状

と
「
フ
リ
ーW

i-Fi

」
と
し
て
の
利

用
は
。田

代
総
務
課
長　

平
成
30
年

度
に
避
難
勧
告
発
令
時
の
避

難
所
に
お
け
る
通
信
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
避
難
所
９
箇
所
に
整
備
。

令
和
２
年
度
に
古
屋
敷
体
育
館
の
耐

震
改
修
後
、
更
に
１
台
整
備
予
定
。

ま
た
、
現
在
の
設
備
を
「
フ
リ
ーW

i-
Fi

」
と
し
て
利
用
す
る
の
は
可
能
だ

が
、
青
少
年
育
成
の
観
点
か
ら
、
避

難
時
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て

の
み
利
用
可
能
と
限
定
し
て
い
る
。

観
光
客
や
村
民
の
利
便
性
向
上
を

目
的
と
し
た
、「
フ
リ
ーW

i-Fi
」を

整
備
す
る
考
え
は
。

川
俣
産
業
振
興
課
長　

物
産
館

や
キ
ャ
ン
プ
場
に
整
備
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。整
備
運
用
に
つ
い

て
、
株
式
会
社
み
ず
か
み
と
協
議
を
重

ね
る
予
定
。ま
た
、
石
倉
交
流
施
設
・

山
の
幸
館
・
元
湯
温
泉
施
設
・
あ
め
ん

ぼ
ー
館
な
ど
、
電
波
の
範
囲
を
考
慮

し
、
費
用
対
効
果
を
含
め
検
討
し
た

い
。

堤
田
教
育
課
長　

ス
カ
イ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
も
、
時
代
に

沿
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
リ

ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と

に
も
な
る
の
で
、
関
係
課
と
協
議
し
情

報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

問問 答答

答

ܰ
ž
ǈ
࠾
Ə
¯

ܰ
ž
ǈ
࠾
Ə
¯

『
用
語
の
説
明
』　
「
フ
リ
ーW

i-Fi

」
と
は

　

公
共
の
場
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
無

料
で
開
放
さ
れ
て
い
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
無
料
で
利
用
で

き
る
。

䠎

ॱঈঞॵॺഈଜಉ॑Wi-FiदणऩऍؚICT॑ણ
৷खञ৾ಆણಉ॑ৰ

௴ਹ৷

ઇਹ৷

ষಉदWi-Fiपणऩऍؚ௴ؚ୫হؚ
ಉभੲਾઽૐृؚभ৬ୡ॑ۈۃۈदਦ

ᅜ䛾⣙䠕

䛾Ꮫᰯ䛜㑊

㞴ᡤ䛻ᣦᐃ

⅏ᐖ䛻䚸␃⪅䜔ᖐ

Ꮿᅔ㞴⪅䛺䛹䛜⏕䛨ᚓ䜛



�� 㧜ᐕ �   no.577ᐢႎ

中
高
生
合
宿
に
対
す
る

　
　
　
　

入
湯
税
免
除
の
考
え
は

現
在
は
考
え
て
い
な
い

ＱＡ入
湯
税
の
目
的
と
考
え
方
は
。

幸
野
税
務
住
民
課
長　

本
村
税

条
例
の
中
に
「
入
湯
税
は
鉱
泉

浴
場
に
お
け
る
入
湯
に
対
し
入
湯
客

に
課
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

普
通
税
と
違
い
、
観
光
施
設
や
消
防

施
設
の
整
備
を
行
う
た
め
の
財
源
と

し
て
、
温
泉
旅
館
や
温
泉
の
あ
る
民

宿
に
泊
ま
ら
れ
た
方
が
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
目
的
税
で
あ
る
。

学
校
教
育
上
の
見
地
か
ら
行
わ

れ
る
行
事
等
に
つ
い
て
入
湯
税

免
除
規
定
を
設
け
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
思
う
が
、中
高
生
の
合
宿
な
ど

に
関
し
免
除
規
定
を
定
め
て
い
る
と

こ
ろ
は
。

幸
野
税
務
住
民
課
長　

本
村
で

は
設
け
て
い
な
い
。
修
学
旅
行

や
教
育
上
の
見
地
か
ら
行
わ
れ
る
行

事
等
で
免
除
規
定
を
設
け
て
あ
る
の

は
、
県
内
で
人
吉
市
を
含
め
14
自
治

体
が
あ
る
。
特
段
合
宿
に
対
し
て
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

宿
泊
施
設
か
ら
合
宿
に
伴
う
料

金
設
定
が
厳
し
い
と
伺
う
こ
と

が
あ
る
が
、宿
泊
費
補
助
額
は
そ
の
ま

ま
で
、入
湯
税
が
免
除
に
な
る
と
利
益

確
保
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が
、中
高

生
合
宿
の
入
湯
税
免
除
の
考
え
は
。

中
嶽
村
長　

物
価
の
高
騰
や
消

費
税
増
税
、
入
湯
税
に
つ
い
て

の
要
望
も
あ
り
、
宿
泊
料
金
を
５
０

０
円
増
額
し
た
。
ま
た
、
平
成
８
年

か
ら
と
平
成
24
年
か
ら
の
５
年
間
、

施
設
整
備
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
行
政
と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ

て
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
負
担
を
す
る
と
き
は

ど
ち
ら
も
負
担
を
す
る
基
本
ス
タ
ン

ス
か
ら
今
の
と
こ
ろ
入
湯
税
免
除
は

考
え
て
い
な
い
。

問問

問

答

答

答

議会を傍聴してみませんか
次回の定例議会は３月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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　10月21日、議会活性化特別委員会を招集し、議会改革の必要に至る時代背景、議会改革の進
め方、改革の３本柱、本村議会が取り組む検討項目について協議した。
　また、９月定例議会において提出された「議員定数条例改正案」は、議会改革と議員定数につ
いては関連が深いため、本特別委員会に付託（※１）されている。今後、議員定数についても同時
に議論していきたい。なお、経過については、できる限り村民の皆さまに公開していく予定。
※１　委員会付託とは・・・議案の審査の場所を本会議から委員会に移すこと

○「議会活性化特別委員会」とは？
　６月の令和元年第２回定例会において新設した特
別委員会。「開かれた議会」に向かって、村民の信
頼が得られる議会改革を実践することを目的として
いる。定数は議長を除く９名。
（小野賴年委員長・山崎隆浩副委員長）

○「開かれた議会」とは？
　福祉や環境など特定の政策を施行するものではなく、「住民に対して」開かれているという
ところにポイントがあります。
　その本質を考える上で、先進事例を分析していくと、構成する要素として以下の３つの事項
が共通しています。

○「改革の３本柱」
①情報共有 ②住民参加 ③議会機能の強化

・議事録
・議会映像
・審議資料
・議案に対する議員個人の

賛否　など

・本会議の傍聴
・委員会の傍聴
・議会報告会
・アンケート　など

・議会権限の確立
・質疑形式の見直し
・議会事務局のサポート体

制の確立
・運営ルールの整備　など

①情報共有・・・だれと情報共有？　
　議会活動、特に政策決定過程に関する情報を積極的に公開し、「住民と共有する」ことを
言います。具体的には、議事録や議会映像に加え、審議資料や議案に対する議員個人の賛否
などを、広報だけでなくインターネットでも公開します。議会の活動内容と住民にわかりや
すく「見える化」することが改革の大前提となるからです。

②住民参加・・・議会へ住民が参加？　
　議会が行う活動に、住民が参加することを言います。具体的なものとしては、議会で行わ
れる本会議や委員会の傍聴やその環境整備などです。また議会報告会やアンケート調査な
ど、議会が能動的に行う住民参加の手法もあります。

③議会機能の強化・・・どんな機能を強化？　
　二元代表制下で、議会に求められる役割を果たすために必要な条件を整備することを意味
します。具体的には、議会権限の確立、質疑形式の見直し、議会事務局のサポート体制の確
立、運営ルールの整備などがこれにあたります。

　以上の３本を主要なテーマとして、今後の議会改革を推進していきます。

議会改革のキーワードは「開かれた議会」
～　議会活性化特別委員会を初開催　～

議会活性化
特別委員会
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上球磨町村
議会議員
研修会

公共施設のあり方に課題はないか
～　公共施設マネジメントを学ぶ　～

　11 月 19 日、上球磨正副議長会主催による上球磨町村議会議員研修会が、あさぎり町商工コ
ミュニティーセンターで開催され、東洋大学客員教授の南

みなみ

 学
まなぶ

氏から「公共施設マネジメント」
について講演が行われた。
　当日は、上球磨４町村の議会議員だけでなく、
役場の課長級、施設管理者なども講演に出席し、
これからの公共施設のあり方を学んだ。
　公共施設マネジメントについては、ほとんど
の自治体が公共施設の「総合管理計画」を策定
しているが、「計画」段階からなかなか抜け出
せず、「実践」に向かっていない現実がしばし
ば指摘されている。現在の安全管理に課題はな
いのか、財源確保についてはどうか、時代に即
しているかなど、本村の公共施設管理計画につ
いても今後注視していきたい。

東洋大学客員教授　南氏による講演

森林・林業・
林産業活性化
議員連盟

林業の成長産業化に向けて
～　森林・林業・林産業活性化九州大会に参加　～

　10 月 29 日、長崎市民会館文化ホールにて「森林・林業・林産業活性化九州大会」が開催され、
熊本県ブロックからは 117 名（本村議会議員２名を含む）の関係者が参加した。
　九州大会については、２年に一度、九州各県を持ち回りで開催されており、当日は基調講演
と事例発表が行われ、今後の森林管理、森林資源の利活用、県産材住宅の普及などについて情
報共有が行われた。
　なお、全国規模では「森林・林業・林産業活性化促進地方議員連盟」が結成されており、本
村議会も加盟している。本村議会の役員構成については下記のとおり。

　○水上村森林・林業・林産業活性化議員連盟
　　会　長　杉野　久志　議員
　　副会長　尾前　武志　議員
　　事務局　山崎　隆浩　議員

林活議連九州大会の様子
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消防・防災体制の強化に向かって
上球磨消防署新庁舎を視察

　12月11日の定例会閉会後、上球磨消防署新庁舎を全議員で視察した。
　特に目を引いたのは、指令室内の「高機能消防指令システム」で、固定電話や携帯電話からの119
番通報に対し、通報地点の特定が容易に把握できるほか、周囲に目標物がない山間部では、電柱番号
を検索し災害地点を特定できる。また、災害種別・規模に応じた最適な出動隊の自動編成機能も備え
ており、迅速で的確な初動体制、現場到着までのさらなる時間短縮につながるとの説明があった。
　当日は、視察中にも何度か出動指令の放送が流れたが、職務の性質上、機能性の高いシステムの重
要性をあらためて実感した。

【庁舎等建設事業スケジュール】
　○機能移転（新庁舎業務開始）　…令和元年10月16日
　○高機能指令台システム整備　…令和元年11月22日
　○旧庁舎等解体工事　　　　　…令和2年3月6日まで
　○庁舎等改築工事（訓練棟）　　…現在協議中
　○庁舎等改築工事（外構）　　　…現在協議中
　※令和２年の秋頃に総合落成式が行われる予定

指令台システムを説明する署員 上球磨消防署新庁舎の外観

編
集
後
記

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
は
、
青
山
学
院
大
が
２
年
ぶ
り
に

総
合
優
勝
に
輝
い
た
。
す
っ
か
り
正
月
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
た
こ
の
大
会
の
創
設
者
が
金
栗
四
三
で
あ

る
。
金
栗
ら
が
日
本
人
と
し
て
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
の
は
、１
０
８
年
前
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
。

金
栗
の
伝
記
『
走
れ
二
十
五
万
キ
ロ
』
に
よ
る
と
金
栗

は
代
表
に
な
る
こ
と
を
固
辞
し
た
。
恩
師
か
ら
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
人
間
が
い
な
け
れ
ば
「
日
本
は

永
久
に
欧
米
諸
国
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
」
と
説
得
。
そ
れ
に
応
え
悲
壮
な
決
意
で
旅
立
つ
。

　

い
よ
い
よ
今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
。
金
栗
ら
先
人
の
苦
労
を
知
っ

て
い
る
と
知
ら
な
い
と
で
は
、
見
方
も
変
わ
る
。
本
番

前
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
聖
火
リ
レ
ー
は
、
３
月
26
日
に

福
島
を
出
発
。
県
内
は
、
５
月
６
日
と
７
日
に
13
市
町

村
を
巡
る
。
日
本
勢
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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